
樹木・人・車などのかき方も、どうしてこのように
かいていくかの説明をされながら、どんどんか
かれます。有名な吉村順三先生設計の軽井沢
の山荘の外観も下書きから着色まで見せてくだ
さいました。
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建築物の構想段階から、完成まで、建築パースがあると多くの方とコミュニケーションがとりやすいことが
今回の実演でわかります。パースをかき始めてから、説明をしながら、着色をした完成まで１枚約20分程
度でかかれます。先生は、本日２枚のパースをかいて、本校にプレゼントしてくださいました。

建築科では建築パース（完成予想図）についての講演会を行いました。
日本パーステック協会理事長・株式会社コラムデザインセンター代表取締役の宮後浩先生です。本校
でのご講演は数年ぶりになります。

終了後に、質問にきた生徒とプレゼントしてくだ
さったパースと一緒に写真撮影しました。スクリー
ンでは見えなかった細部と、色の美しさに、生徒た
ちは驚いていました。


